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【結果】 1)本システムは平成11年7月より本院外来検査予約システムとして稼働させたc 2)実施より 7
ヶ月(実稼働140日)の外来検査予約依頼総処四.件数は14353件、総患者数は11447入、平均処理量は 1日あ
たり平均103件、患者数は平均82人であった。 3)複数検査の同時依頼は7ヵ月で延べ5166件、一日当たり
平均16.1人であり、複数検査依頼の干・均は l患者あたり2.3件、最大同時に5件の依頼があった。 4)検査
依頼の処理はOCRの読み込みから予約時間の提示まで10秒以内に完fした。 J者、者あたり平均2分で患者へ
の説明、口時の微調整を含めて予約処理が完了した。 5)険査予約の取得においてコンピューターに検査
に閲する知識を持たせることにより安定した検倉品質の碓保と検命日程の最適化が可能であった。 6)予
約検査データの検討より本院で診築を不可欠とする検査依頼は7割であった。
【結論】木システムのオンライン化によって地域の検査機器やスタッフなどの医療資源を最大有効活用で
きる仮想検査センターの構築が可能となる。 3割の検査は機掠の共同利用による地域連携診療機関からの
依頼に振り特えることが可能である。
論文審査の結果の要旨
本論文は地域内の疾療資源を最大有効活用することを同的として複数の生理検脊及び放射線検併の予約
日程を向動的に判定する機能を持った検任予約システムの構築、実施及び動態を検討したものである。
検査の非侵襲性と診断能力の適応性を主たる指標とした検査優先順位iこ某づいて検査予約を時系列化し、
各穂検査の予約日時を最も婦.い期間に轄タIJさせた。それによって複数検併の実施を医楼としての品質と効
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率を同時に充たす新しい手法を編み出した。さらに予約検査依頼理由に基づいて初診を 3揮類、再診を 2
種類の合計5種頬に分類し検査依頼の発生源の動態を検討した。予約検査データの検討より本システムを
導入した病院での診察を不可欠とする検査依頼は7害IJであり、 3割は地域の連携医療機関からの直接依頼
に振り替えることができる等の検査の医境行為としての有効性を数値化した最初の論文となった。
これらの試みは放射線医学検査や臨床検査を地域医療レベルで品質管理を行いうる社会科学としてとら
え構築されたものである。今後全ての医療が、医療経済学のかかわりのもとに医療としての品質管理を実
現するのに役立つと考えられ、木論文は一つの大きな方向性を具体的に提示したものである。
本論文をもとにして構築されたシステムは、今後益々加速する情報化によって地繊の検査機器やスタッ
フなどの医療資源を最人ー有効活用できる検査センターの構築を可能とする。これは新しい医療システムを
提示したものであり、本論文は博1:(医学)の称号を授与されるのに備するものと判断した。
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